
大麦

農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

アクチノール乳剤
（注１）

ｱｲｵｷｼﾆﾙ 一年生広葉雑草 雑草茎葉散布

クロロＩＰＣ
（注１）

IPC 一年生雑草 全面土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

一年生イネ科雑
草

全面土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布

ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ

一年生広葉雑草
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ

小麦出芽後～3葉期
(イネ科雑草１葉期まで)

生育期（雑草発生前）
但し，収穫45日前まで

一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科,ｷｸ科,ｱﾌﾞﾗﾅ
科を除く)

は種後出芽前一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科,ｷｸ科,ｱﾌﾞﾗﾅ
科を除く)

トレファノサイド粒
剤２．５
（注１）

使用時期

生育期雑草発生前
但し，収穫45日前まで

は種直後または2～3葉期

穂ばらみ期まで
（雑草生育初期）

ハーモニー７５Ｄ
Ｆ水和剤
（注２）

ﾁﾌｪﾝｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ

麦1葉期～節間伸長前
（注５）

は種後～麦２葉期
麦３葉期～節間伸長前

【秋播栽培】
は種後発芽前（雑草発生前）

【秋播栽培】
大麦1～2葉期
（雑草発生前～発生始期）

（注１）麦類に登録
（注２）小麦，大麦に登録
（注３）麦類（小麦除く）に登録
（注４）小麦に登録
（注５）土壌処理剤との体系処理で使用する

（注意事項）
【土壌処理】
(1)覆土が浅い場合には，薬害が出やすいので，覆土深は２～３cm程度とする。
(2)砂壌土では，薬害が出やすいので注意する。
(3)ガレースＧの使用により，まれに麦の葉身に白斑が見られるが，その後回復し，麦の生育・収量には影響はない。ま
た，砂壌土での使用を避ける。
【茎葉処理】
(1)アクチノール乳剤は広葉雑草の６葉期頃まで（但し，ヤエムグラは４節期まで，タネツケバナ，カラスノエンドウは2～3
葉期まで）に使用する。
(2)ハーモニー７５ＤＦ水和剤をカズノコグサ防除に使用する際は，土壌処理剤と体系処理で使用する。処理後に葉の
黄化やわい化減少がみられる場合もあるが，その後回復し，収量には影響はない。

ガレースＧ
（注２）

ｼﾞﾌﾙﾌｪﾆｶﾝ･ﾄﾘ
ﾌﾙﾗﾘﾝ

は種後出芽前（雑草発生前）トレファノサイド乳
剤

（注３）

一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科,ｷｸ科,ｱﾌﾞﾗﾅ
科を除く)

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ
トレファノサイド乳
剤

（注４）

は種後出芽前（雑草発生前）

生育期（雑草発生前）
但し，収穫45日前まで

全面土壌散布

雑草茎葉散布

畑地一年生雑草



サツマイモ
農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

クレマートＵ粒剤 ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 一年生雑草 全面土壌散布

ザクサ液剤
ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄPﾅﾄﾘ
ｳﾑ塩

一年生雑草 雑草茎葉散布

セレクト乳剤 ｸﾚﾄｼﾞﾑ 一年生ｲﾈ科雑草
雑草茎葉散布又は
全面散布

全面土壌散布

全面土壌散布又は
畦間土壌散布

全面土壌散布

全面土壌散布又は
畦間土壌散布

バスタ液剤 ｸﾞﾙﾎｼﾈｰﾄ 一年生雑草 雑草茎葉散布

ポルトフロアブル ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ
一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く)

雑草茎葉散布又は
全面散布

ワンクロスＷＧ
ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP
ﾘﾆｭﾛﾝ

一年生雑草
雑草茎葉兼土壌散
布（畦間処理）

ワンサイドＰ乳剤 ﾌﾙｱｼﾞﾎｯﾌﾟP

一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く),ｼﾊﾞﾑｷﾞ,
ﾚｯﾄﾞﾄｯﾌﾟ

雑草茎葉散布又は
全面散布

全面土壌散布

種いも植付後萌芽前まで

苗移植前まで
ロロックス ﾘﾆｭﾛﾝ 一年生雑草

生育期
但し，収穫45日前まで(雑草生育期)

ラウンドアップ
マックスロード

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ
塩

一年生雑草

耕起前又は挿苗前まで
(雑草生育期)

収穫60日前まで
(雑草生育期:畦間処理)

ｼﾞｸﾜｯﾄ･ﾊﾟﾗｺｰ
ﾄ

一年生雑草

S-ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ 一年生雑草

挿苗後
但し，収穫90日前まで
(雑草発生前)

ﾏﾙﾁ前･挿苗前
(雑草発生前)

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ

一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘ
ｸﾞｻ科,ｷｸ科,ｱ
ﾌﾞﾗﾅ科を除く)

使用時期

挿苗後(雑草発生前)挿苗3日後まで

デュアールゴールド

挿苗前 雑草発生前

トレファノサイド粒
剤２．５

挿苗前 雑草発生前

挿苗後 雑草発生前
但し，収穫60日前まで

ナブ乳剤 ｾﾄｷｼｼﾞﾑ
一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く)

雑草生育期ｲﾈ科雑草３～５葉期
但し，収穫30日前まで

雑草生育期ｲﾈ科雑草６～８葉期
但し，収穫30日前まで

生育期(雑草発生揃期)
但し，収穫60日前まで

全面土壌散布

雑草茎葉散布又は
全面散布

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布

雑草生育期(ｲﾈ科雑草の３～10葉期)
但し，収穫14日前まで

収穫14日前まで
(雑草生育期挿苗前又は畦間処理)

挿苗後 雑草発生前
但し，収穫60日前まで

収穫30日前まで
(雑草生育期挿苗前又は畦間処理)

雑草生育期(ｲﾈ科雑草３～５葉期)
但し，収穫60日前まで

植付前

畦間処理:雑草生育期
但し，収穫30日前まで

雑草生育期(ｲﾈ科雑草3～5葉期)
収穫100日前まで

（注意事項）
【土壌処理】
(1)粒剤は葉に水滴のないとき処理する。
(2)デュアールゴールドは，イネ科雑草優占ほ場で使用する。

【茎葉処理】
(1)雑草が枯れるまでワンサイドＰ乳剤は20日，ナブ乳剤は７～10日，ポルトフロアブル及びセレクト乳剤は７日程度要
するので，誤ってまき直しなどしないように注意する。

【茎葉処理・畦間処理】
(1)ラウンドアップマックスロードは，飛散防止カバーを使用し，作物体にかからないよう注意する。
(2)ロロックスは，高畦栽培では効果が不足するため使用しない。
(3)ワンクロスＷＧの使用に当たっては次の点に留意する
　・散布液の調製にあたっては，薬剤の所要量を所定量の水にうすめ、よくかきまぜてから散布する。
　・カヤツリグサ科雑草には効果が劣るので，これら雑草の優占圃場での使用は避ける。
　・散布適期は雑草発生揃期（草丈10cm以下）であり，使用時期を失しないように散布する。
　・作物にかかると薬害を生じるおそれがあるので、かからないように使用する。

プリグロックスＬ

トレファノサイド乳剤



大豆
農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗ

雑草茎葉散布又は
全面散布

畦間雑草茎葉散布

畦間土壌散布

フィールドスター
Ｐ乳剤

ｼﾞﾒﾃﾅﾐﾄﾞ

畑地一年生雑草
(ｱｶｻﾞ科･ｱﾌﾞﾗﾅ
科･ﾀﾃﾞ科を除
く)

全面土壌散布

ポルトフロアブル ｷｻﾞﾛﾎｯﾌﾟｴﾁﾙ
一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く)

雑草茎葉散布又は
全面散布

ラッソー乳剤 ｱﾗｸﾛｰﾙ 一年生雑草 全面土壌散布

落花生
農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

クレマート乳剤

クレマートＵ粒剤

トレファノサイド粒
剤２．５

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ

一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科,ｷｸ科,ｱﾌﾞﾗﾅ
科を除く)

全面土壌散布

ラッソー乳剤 ｱﾗｸﾛｰﾙ 一年生雑草 全面土壌散布

は種後出芽前（雑草発生前）

は種後出芽前

（注意事項）
(1)クレマートＵ粒剤，クレマート乳剤は砂壌土では低薬量で使用する。
(2)ラッソー乳剤は広葉雑草に効果が劣ることがあるので，イネ科雑草優占ほ場で使う。

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ 一年生雑草 は種後発芽前（雑草発生前） 全面土壌散布

（注意事項）
【土壌処理】
(1)砂壌土ではラッソー乳剤は低薬量で使用する。

【茎葉処理】
(1)イネ科雑草を枯殺するまでに，ナブ乳剤で７～10日，ポルトﾌフロアブル及びセレクト乳剤で７日前後を要するので，
誤ってまき直しなどをしないように注意する。
(2)大豆バサグラン液剤は，大豆の品種によっては薬害による減収が報告されているので注意が必要である。

使用時期

は種直後

は種後出芽前

雑草生育期(ｲﾈ科雑草の３～10葉期)
但し，収穫30日前まで

ナブ乳剤 ｾﾄｷｼｼﾞﾑ
一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く)

雑草生育期（ｲﾈ科雑草３～５葉期）
但し，収穫30日前まで

雑草生育期（ｲﾈ科雑草６～８葉期）
但し，収穫30日前まで

使用時期

トレファノサイド粒
剤２．５

ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ

一年生雑草
(ﾂﾕｸｻ科,ｶﾔﾂﾘｸﾞ
ｻ科,ｷｸ科,ｱﾌﾞﾗﾅ
科を除く)

は種後出芽前

定植前（植穴掘前）

生育期
但し，収穫45日前まで

大豆バサグラン液
剤(ナトリウム塩)

ﾍﾞﾝﾀｿﾞﾝﾅﾄﾘｳﾑ
塩

一年生雑草
(ｲﾈ科を除く)

だいずの２葉期～開花前
(雑草の生育初期～６葉期)
但し，収穫45日前まで

だいずの生育期
(雑草の生育初期～６葉期)
但し，収穫45日前まで

セレクト乳剤 ｸﾚﾄｼﾞﾑ

一年生ｲﾈ科雑草
(ｽｽﾞﾒﾉｶﾀﾋﾞﾗを
除く)

雑草生育期（ｲﾈ科雑草３～５葉期）
但し，収穫50日前まで

雑草生育期（ｲﾈ科雑草５～８葉期）
但し，収穫50日前まで

全面土壌散布

雑草茎葉散布又は
全面散布

雑草茎葉散布又は
全面散布

雑草生育期（ｲﾈ科雑草３～５葉期）
但し，収穫50日前まで



サトウキビ
農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

アージラン液剤 ｱｼｭﾗﾑ
一年生雑草
多年生雑草

雑草茎葉散布又は
全面散布

一年生雑草 全面土壌散布

一年生雑草
多年生広葉雑草

雑草茎葉散布

一年生雑草

多年生雑草

一年生広葉雑草

ハマスゲ

土壌散布

雑草茎葉散布
又は全面土壌散布

プリグロックスＬ
ｼﾞｸﾜｯﾄ･ﾊﾟﾗｺｰ
ﾄ

一年生雑草 雑草茎葉散布

２，４－Ｄアミン
塩

2,4-PAｼﾞﾒﾁﾙｱ
ﾐﾝ

一年生及び多年
生広葉雑草

雑草茎葉散布又は
全面散布

（注意事項）
【土壌処理】
(1)重粘土は十分砕土し，砂質土壌では低薬量で使用する。
(2)間作に野菜を作付するときは，両作物に登録のある除草剤を使う。
(3)株揃えを行う場合は，必ず除草剤も散布する。
(4)雑草多発ほ場では中耕，培土後サトウキビにかからないように除草剤を散布する。

【茎葉処理・耕起前】
耕起前にドリフトに注意しながら，雑草全体に良く付着するように散布し，耕うんは地上部が黄変してから行う。

【茎葉処理】
(1) 間作に野菜を作付するときは，両作物に登録のある除草剤を使う。
(2) アージラン液剤は，干ばつ時の散布で，まれに薬害を生ずる恐れがある。効果発現まで1～2週間，枯死まで５～８
週間かかる。イネ科雑草（タチスズメノヒエ，メヒシバ等）に効果が高い。
(3) カーメックス顆粒水和剤は品種によっては薬害が生じるので，サトウキビの茎葉にかからないように注意する。
(4) シャドー水和剤はイネ科雑草に効果が期待できないので，これらの雑草に有効な除草剤との体系で使用する。使
用に当たっては，有機リン系殺  虫剤との混用及び７日以内の近接散布は，薬害を生ずることがあるので避ける。
(5) ２，４－Ｄアミン塩はイネ科雑草に効果が劣るので，イネ科雑草が優占しているほ場では，イネ科雑草に有効な他の
除草剤との組み合わせで使用する。

雑草茎葉散布

【春植又は夏植】
植付直後～収穫30日前まで
（雑草2葉期まで）

【株出】
収穫30日前まで（雑草２葉期まで）

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布又は
全面散布

【春植え】
耕起10日前まで(雑草生育期)

全面土壌散布

【春植又は夏植】
植付直後～植付45日後まで
(雑草２葉期まで)

【株出】
萌芽45日後まで(雑草２葉期まで)

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｲｿﾌﾟﾛ
ﾋﾟﾙｱﾐﾝ塩

【春植又は夏植】
植付後萌芽前 雑草発生前
【株出】
萌芽前（雑草発生前）

ダイロンゾル DCMU
【春植又は夏植，株出】
生育期（雑草生育期）
但し，収穫60日前まで
【春植又は夏植】
植付後萌芽前 雑草発生始期
【株出】
萌芽前（雑草発生始期）

一年生雑草
多年生広葉雑草

雑草生育期
但し，収穫90日前まで

植付後又は株出管理後30日以降
雑草生育期（草丈30㎝以下）
但し,収穫30日前まで

シャドー水和剤 ﾊﾛｽﾙﾌﾛﾝﾒﾁﾙ

一年生広葉雑草３～５葉期
（さとうきび生育初期）
但し,収穫90日前まで

ハマスゲ３～５葉期
但し,収穫90日前まで

カーメックス顆粒
水和剤

DCMU

センコル水和剤 ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ
一年生雑草
ﾑﾗｻｷｶﾀﾊﾞﾐ

畦間処理:雑草生育期
但し，収穫３日前まで

草枯らしＭＩＣ

使用時期

【春植え又は夏植え】
植付後萌芽前（雑草発生前）
【株出し】
萌芽前（雑草発生前）

雑草生育期
但し,収穫30日前まで



サトウキビ（ほ場内の周縁部）
農薬の名称 成分 適用雑草名 使用方法

一年生雑草

多年生雑草

一年生雑草

多年生雑草

一年生雑草

多年生雑草
（注意事項）
ドリフトに注意しながら雑草全体によく付着するように散布し，耕うんは地上部が黄変してから行う。

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布

雑草茎葉散布

プリグロックスＬ
ｼﾞｸﾜｯﾄ･ﾊﾟﾗｺｰ
ﾄ

雑草生育期
但し，収穫3日前まで

ラウンドアップマッ
クスロード

ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ
塩

収穫60日前まで
(雑草生育期)

タッチダウンｉＱ
ｸﾞﾘﾎｻｰﾄｶﾘｳﾑ
塩

収穫7日前まで（雑草生育期）

使用時期


